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縄文土器の文様 

下 祐一朗 

 

縄文土器について 

縄文時代を代表する道具で、煮炊きをはじめ、盛り付けや貯蔵など日常のあらゆる

面で用いられた。石器、骨角器と比較して加工しやすく、多彩な種類の文様や器形が

確認されている。長期に渡って発展した文様は時代・地域によって多様な変化を見せ

ており、縄文時代を区分する指標にもなる。 

 

文様 

粘土を貼り付けて土器の表面から浮き出た文様になっている浮文と、ヘラなどの道具

を用いて表面より凹ませた文様である沈文の 2 種類に大別される。縄文土器の文様は、

施文の道具や向き、順序など様式によってそれぞれ一定のルールが存在していたことが

分かっている。 

 

時期ごとの文様の変遷 

・草創期 

粘土粒を貼り付けた豆粒文、粘土紐を貼り付けた隆線文が最初期に出現。爪型文、円

孔文を経て、草創期終わり頃に多縄文系様式が使われ始める。 

・早期 

 回転施文が発明され、撚糸文、押型文が現れ始める。その後、ヘラ状工具や貝殻を用

いた条痕による施文が土器の大部分を占めるようになる。 

・前期 

 早期までの技法と大きく変わらないが、土器自体の用途が増える(鉢、壺など)。 

・中期 

 縄文土器が最も発展し、装飾的になった時代。関東・中部ではこれまでの装飾目的だ

けではなく、土器の中に特定の観念、意匠を文様に落とし込んだものが現れ始める。 

・後期、晩期 

 中期で見られた装飾性から一転、形式的・平面的な文様に変化する。全国的に擦り消

し縄文が流行する。 

西日本では後期後半以降、文様自体が衰退し、無文あるいは凸帯文系土器が広まる。 
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縄文土器編年表(小林 1994) 

 

 

 

      

羽島下層式土器(竹広 1998) 



 

加曾利ＥⅠ式土器（金子 1998） 

 

 

加曾利ＥⅡ式土器（金子 1998） 



 

 

 

 

船元Ⅰ式土器（間壁ほか 1971） 



 
安行式土器（鷹野、大塚 1998） 



 

中津式土器（倉敷市教育委員会 2021） 


